
１　審査方法

２　評価基準表（125点満点）

評価項目 配点
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実践的な視点で助言することができるアドバイザー・メンターの候補者名、派
遣方法（派遣予定回数含む）、進捗確認の体制

効果的な実行支援につながる、伴走・相談対応の方法・体制

申請に先立つ相談会の実施方法、随時相談の対応方法（若者に自由な発想や提
案を応募してもらうための工夫など）
プレゼンテーション等の指導方法・体制

合　　計

Ｚ世代アイデアコンテスト伴走支援等業務委託
評価基準表

(1) 審査は、評価基準表の評価項目及び配点に従い、提案事業者の提案内容を評価し、得点
の高い順に、契約交渉権に係る優先順位を決定する。

(2) 同点の場合、見積金額の最も低い者を選定するものとし、見積金額の最も低い者が複数
の場合は、審査会にて提案書の再審査を行う。

業務運営計画（人員体制・伴走支援の体制、実施可能なスケジュール）

別紙


